
（社）日本技術士会 中部支部 岐阜県技術士会発行 

岐 阜 県 技 術 士 会 会 報 
№Ⅲ-１８                                                                        発行人 田中 秀和 

２００９． １２．２２                                                                   編集人 西牧 武彦 

  
[ 岐阜県技術士会会報の情報連絡先 ] 

代表幹事  田中 秀和 〒５０９－０１０８ 各務原市テクノプラザ１－１ テクノプラザ内 

TEL：0583-79-0580 FAX：0583-85-4316 Ｅｍａｉｌ：gcea9901@ybb.ne.jp 
1/5 

会報順番番号Ⅲ―１８  
環境部門 

所属 パナソニック エコシステムズ(株)  小野内 徹 

 
「我が社の環境取組み」について  

            ～製品づくりを通した環境貢献～  
 

はじめに 

２００７年１１月に発表された気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ第４次報告）

では、地球温暖化は人為起源の温室効果ガスの増加によってもたらされた可能性が極めて

高いとし、緩和策、適応策の必要性を訴えている。これを受け、２００８年５月にＧ８環

境大臣会議（神戸）、同年７月には洞爺湖サミットが開催され、地球温暖化防止などの環境

問題がメインテーマとなった。 

 わが国では、２００８年に「第３次環境基本計画」が閣議決定され、持続可能な社

会の形成を目指し以下の３つの取組みが推進されている。  
 
●  低炭素社会の構築  
●  循環型社会の構築  
●  生物多様性の確保  
 

パナソニックグループでは、「地球環境との共存」の事業ビジョンのもと、３つの重点

取組みを中心にまとめた「エコアイディア宣言」を２００７年１０月に発表し、環境経営

活動の柱として実践中である。 

 

●「商品のエコアイディア」＝お届けする商品で環境に貢献する 

●「モノづくりのエコアイディア」＝事業活動を通じて環境に貢献する  

●「ひろげるエコアイディア」＝従業員のエコ活動を通じて環境に貢献する 

                                                       

 パナソニック エコシステムズ株式会社は、パナソニックグループの「環境ドメイン」を

担当しており、「環境技術で社会生活の改善と向上を図り、地球環境と共存する社会づくり

に貢献します」というビジョンを掲げ、環境のトップランナーを目指す活動を実践してい

る。以下に当社の環境に対する取組みについて、３つのエコアイディアを切り口に紹介す

る。 
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商品のエコアイディア 

１）環境配慮型製品開発の概要 

 パナソニックグループでは、省エネルギー性、省資源・リサイクル性、製品含有化学物

質の適正使用などの環境性能で業界トップレベルの製品を「グリーンプロダクツ（ＧＰ）」、

また業界Ｎｏ１の製品を「ダントツＧＰ」と位置づけている。 

 当社は２０１０年度に開発する商品の    

９０％以上をＧＰにする取組みを推進し、 

2007 年度に９２％と前倒しで達成する 

ことができた(図１）。同時に、天井埋込 

型換気扇、電動シャッター付パイプファ 

ン、携帯基地局向け冷却装置、ハイブリ 

ッド型除湿機の 4 製品がダントツＧＰに 

認定されている。 

 また、上記のＧＰ開発を確実にするた 

めに、開発の基幹プロセスである企画・ 

設計・量産の各ステップにおいて、製品 

の環境配慮性能を事前にチェックする「製品環境アセスメント」の実施を義務づけ、各ス

テップで環境性能が一定の条件を満たさなければ次のステップに進むことができないルー

ルで実践している。 

２）商品を通じた環境貢献         

①天井埋込型換気扇 

２００３年７月の建築基準法の改正に 

より、常時換気設備の設置が義務付けら 

れた。１台の換気扇の消費電力は数Ｗ程 

度と他の家電製品に比べると非常に小さ 

い。しかし、全世帯で複数台が２４時間 

換気されるため、一般家庭から排出され 

るＣＯ2 排出量としては無視できない大 

きさ（数％）になっている。また、ＬＣ 

Ａの評価でも、製品使用時の消費電力が 

９６％程度を占めているため、使用時の消費電力の削減により環境に大きな貢献ができる。 

 これに対応するため、ブラシレスＤＣモータを搭載し、消費電力を当社従来製品で３０％

低減を実現し、同時に長寿命、低騒音という基本性能を向上させた。加えてワンタッチで

分解、取り出しを可能とすることで、メンテナンス性も大幅に改善できた（図２）。 
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図２．天井埋込み型換気扇  
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図１．ＧＰ開発率の推移
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図１．ＧＰ開発率の推移  
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②熱交換気ユニット 

 換気と冷暖房の空調負荷はトレード・オ 

フの関係であるが、これを解決するのが熱 

交換技術である。  

当社は様々なニーズに対応できる熱交換 

素子の開発を行い、家庭用から業務用まで 

幅広く対応可能である。熱交換気ユニット 

により室内から排出される熱エネルギーの 

約７０％を回収することができ、ＣＯ2排 

出量を２０％削減可能である（図３）。 

 

モノづくりのエコアイディア 

1) 環境配慮型工場の概要  
パナソニックグループでは生産現場においても、省エネルギー、廃棄物削減、水使

用量削減、化学物質の使用量削減につい  
て、一定の基準をクリアした工場を「ク  
リーンファクトリー（ＣＦ）」、最高レベ  
ルの環境負荷削減の取組みをした工場を  
「ダントツＣＦ］と認定している。当社  
ではすでにグローバルで全工場がＣＦ認  
定され、北京の工場がダントツＣＦに認  
定されている。  
２）ＣＯ２排出量削減の取組み  
ＣＦの取組みの中でも、一昨年１０月  

のエコアイディア宣言以降、ＣＯ２排出量削減を最優先のテーマとして推進している。

当社の削減目標は「原単位」ではなく「総量」として、グローバルで２００９年度ま

でに３０００トン削減（２００６年度比）することである（図４）。           
当社のＣＯ２発生源は８０％が電力で、  

残りは都市ガス１０％、ＬＰＧ１０％で  
ある。また、用途別では生産設備が６０  
％、残りは空調が２０％、照明が２０％  
である。ＣＯ２削減の取組みは、表 1 に  
示すように３段階に分けて実施している。  
また、具体的な施策として工場や事務  
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表１．ＣＯ２排出量削減の進め方
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所の統合、消費電力の見える化、生産  
性の向上、熱損防止、管理強化を行い、  
２００７年度は１０００トンを削減（  
２００６年度比）した。２００８年度  
以降は生産増によるＣＯ２増加量を考  
慮し、生産性の向上、拠点の統廃合、  
高効率設備への更新を行い、２００９  
年度までに２０００トンの削減を目指  
している。（図５）  
 以下に２００７年度の工場での取り組 

みを紹介する。 

①  工場の統廃合とリニューアル 

 当社は２００７年度に大阪府と神奈川県にあった２つの工場を愛知県春日井市の工場に

統合し、重複設備の廃止と老朽設備の更新を実施した。その際に設備アセスメントを実施

し、一定の条件を満たさなければ設備の更新、導入が許可されないルールを導入し、環境

配慮の確認を行っている。この統廃合によるＣＯ2 排出量の削減は年間約１０００トンで

あった。 

②  新工場の省エネルギー設計 

延床面積４万ｍ２の新工場建設では、 

壁面、天井の二重断熱による空調負荷の 

削減で年間 177 トンのＣＯ2を削減した 

。また、東西の壁面に外気取り入れ口を 

設け、中間期の外気冷暖房の採用や、当 

社の製品である熱交換気ユニット、バリ 

アゾーン（ＶＺ）空調システム、天井扇 

などを設置して、換気を中心とした空調 

を行うことで空調負荷を低減し、年間１ 

３９トンのＣＯ2を削減した（図６）。 

 

ひろげるエコアイディア 

当社では、「企業人であると同時に一人の家庭人、社会人として環境に貢献できる市民

であること」を目指し、従業員とその家族が家庭や地域社会での環境活動を行う「地球を

愛する市民活動（Ｌｏｖｅ ｔｈｅ Ｅａｒｔｈ＝ＬＥ活動）」を推進している。全従業員

のエコマインドを上げることが重要テーマと考え、全員対象の環境のｅラーニングや各種

 

図６．新工場での省エネルギー対策
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研修、イベントを実施している。また、社会 

貢献活動の一環として、「環境絵画コンクー 

ル」(図７)、「エコキッズスクール」、「植樹」 

などのイベントの実施や、「清掃」「環境展」 

「ボランティア」などを通じて地域と積極的 

に交流を図っている。 

 

おわりに 

 当社はメーカーとして、お客様にお届け 

する商品を通じてできる環境貢献と、自ら 

の事業活動における環境貢献の両面で環境 

の取組みを積極的に推進している。環境問題こそグローバルな視点で人類共通の問題とし

て取り組まねばならない。将来に向けて積極的に環境貢献する技術開発を進めながら、一

方で今できる環境対策を確実に実践してゆきたい。環境に対する貢献は、今後企業活動に

おける重要な経営評価指標となる。当社は率先してこの取組みを実践してゆく。 

吉田剛樹さん（５年生）
タイトル 「地球をだめにしない！」

吉田剛樹さん（５年生）
タイトル 「地球をだめにしない！」

西川大久麿さん（１年生）
「いろいろなかぶとむし」子供たちの環境を大切にする心を

応援しようと、当社は
環境絵画コンクールを開催しました。
２０５作品の中から選ばれた
優秀作品を発表します。
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２０５作品の中から選ばれた
優秀作品を発表します。

子供たちの環境を大切にする心を
応援しようと、当社は

環境絵画コンクールを開催しました。
２０５作品の中から選ばれた
優秀作品を発表します。最優秀賞 １作品

優秀賞 ４作品

団体賞 １作品

佳 作 ９作品応募総数 ２０５作品

図７ 全国の子供たちを対象にした絵画コンクール図７．全国の子供たちを対象とした絵画コンクール  


